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１．研究計画の概要
(1)本研究では、東京医科歯科大学医療経済学
分野によって収集・管理されている患者の大
規模個票データを用いて、各種傷病の医療費、
在院日数、治療成果の関連について総合的に
分析し、当該要因に影響する患者や医療措置
に関する分析を行う。
(2)そのためにまず、データベースの構築、整
備を行う。さらに、これらのデータの分析に
必要な計量分析手法や解析用のプログラム
の開発を行う。これらは医療分野のみならず、
他分野においても応用可能なものである。
(3)それらに基づき、現在の診療報酬制度につ
いての検討を行い、計量経済学や医療経済学
ばかりでなく、診療報酬制度決定に至る政治
学的な側面をも含めた総合的な政策評価・提
言を行うことを最終的な目的としている。

２．研究の進捗状況
(1)本研究では、まず、第一はデータベースの
整備、そのためのコンピュータ・プログラム
を開発、分析用のデータベースを整備する作
業を行い、計量経済モデルを使った分析を行
える形のデータベースを作成した。
(2)次いで、個票データの分析のために必要な
分析手法・モデルの開発に関する研究を行っ
た。医療データは質的データである、治療成
果と在院日数の同時決定性の問題があるな
ど、既存の手法を利用できない場合が多い。
そのため、そのようなデータの分析手法の研
究を行った。
(3)作成されたデータベース・分析手法を使っ
て実際の疾病における実証分析を行った。こ
れまでは、白内障、大腿骨骨折、糖尿病等の

疾病についての治療成果や在院日数の分析
を行った。
(4)さらに、 2003 年 4 月に導入された
DPC(Diagnosis Procedure Combination、診
断群分類)による包括支払制度の白内障への
影響についての分析を行った。この件に関し
ては、「大規模個票データを使った医療デー
タの分析・統計分析手法」に関する国際シン
ポジュウムを開催している。
(5)また、本研究で開発された分析手法を使い
他の分野での実証研究を行った。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。
(理由)
データベースの構築においては、計画より多
くの病院の協力が得られ、より詳細な分析が
可能となった。医療データは質的データであ
る、治療成果と在院日数の同時決定性の問題
があるなど、既存の手法を利用できない場合
が多い。これまでの研究においては、そのよ
うなデータの分析手法の研究を深め問題点
を明らかにし、新たな分析モデルの提案を行
うことができた。医療政策の評価においては、
DPC による包括支払制度の問題点の分析を
行ったが、これらの研究成果は、今後の医療
費の改定などの医療政策の策定に関して大
きな意味をもつと考えられる。

４．今後の研究の推進方策
(1)平成 23年度は、研究の最終年度であるが、
前年度までに作成されたデータベースの改
善・拡張、コンピュータ・プログラムの改善
等の作業を引き続き行う。
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(2)さらに、このようなデータの分析手法に
ついての研究を行う。在院日数のような生存
時間解析には、Cox (1972)の比例ハザードモ
デル(proportional hazard model)が幅広く
用いられるが，平均在院日数や患者の属性な
どが似たような病院であっても、分散の値が
大きく異なる場合などには、このモデルによ
る分析は適当でない。このため、これらを代
替する分析方法の研究を行う。また、データ
は継続して収集されており、一部の病院では、
経年変化の分析が可能となっている。この目
的のため、パネルデータの分析手法の応用に
関しても研究を行う。
(3)前年度までの研究で分析対象としてきた
傷病に加えて、本年度の研究では糖尿病、心
疾患、脳疾患など総医療費や国民の健康状況
に大きく影響する疾病に対象を広げて分析
を行う。
(4)それらの分析結果に基づき、2年ごとに行
われている(ＤＰＣの見直し等を含む)診療
報酬改定の影響の評価などの医療政策の評
価や政策変更の影響のシミュレーションな
どを行う。さらに、研究成果を最終報告書と
してとりまとめ、我が国の今後の医療資源の
有効利用を通したより良い医療政策・医療制
度について政策提言を行うことを、目的とす
る。

５. 代表的な研究成果
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